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▶第37回菜の花まつり
▶【特集】ついに完成!!｢イ号 彌太右衛門｣
▶農家と商工業者の皆さまを応援します!
▶子ども広場〈横山小学校〉
▶むし歯のない子みいつけた!
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～菜の花まつりより～



₂

5.4
（土･祝）

5.5
（日･祝） 三川町菜の花まつり

第37回 心おどる♪まるごと“みかわ”2日間

今 年 の 菜 の 花 娘 紹 介

門脇　姫子さん
（酒田市）

　今年の｢菜の花まつり｣は、【心おどる♪まるごと“みかわ”㆓日間】をテーマに5月㆕日（土・祝）と5日
（日・祝）の㆓日間開催されました。両日とも好天に恵まれ、多くの来場者でにぎわいました。アトラク
ションを楽しむ子どもたちや、菜の花畑で写真撮影をする家族連れの姿がたくさん見られました。

斎藤　菜月さん
（酒田市）

町のさまざまなイベントで活躍していただきます。
1年間よろしくお願いします。

豊岡　茉亜耶さん
（酒田市）

佐藤　あずささん
（鶴岡市）

奥山　晃美さん
（上町）
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ウォーターバルーン 昔あそびミニゲーム スラックライン体験

きてけろくんとじゃんけん なの花さんぽ　人力車 ホイール型バルーン

フードコーナー

みかわdeマルシェ

働く車コーナー

　DANCE フェスタは今年
で7回目の開催となりました。
会場が満員になるほどの盛
況ぶりでした!

アトラクションが
いっぱい♪

笑顔いっぱい
２日間！

菜の花
むちゅめ
大集合！

　DANCE フェスタは今年

菜の花
ＤＡＮＣＥ
フェスタ♪



₄

　

町
で
は
、
庄
内
三
大
民
間
育
種
家
で
あ

る
故
・
佐
藤
彌や
た
え
も
ん

太
右
衛
門�

氏
（
猪
子
）
が

育
種
し
た
水
稲
の
品
種
「
イ
号
」
を
復
活

さ
せ
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
日
本
酒
を
造
る
「
イ

号
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
平
成
2⓽
年
度
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
昨
年
９
月
に
収
穫

し
た
「
イ
号
」
を
使
っ
た
日
本
酒
「
イ
号�

彌
太
右
衛
門
」
が
つ
い
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
収
穫
後
か
ら
完
成
に
至
る
ま
で

の
軌
跡
を
紹
介
し
ま
す
。

醸
造
方
法
の
こ
だ
わ
り

　

醸
造
方
法
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、﹁
明

治
時
代
に
育
種
さ
れ
た
﹁
イ
号
﹂
だ
か
ら

こ
そ
、
昔
な
が
ら
の
醸
造
方
法
に
こ
だ
わ

り
た
い
﹂
と
い
う
思
い
か
ら
、
生き
も
と酛
造
り

で
醸
造
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
生
酛
造

り
と
は
、
自
然
の
乳
酸
菌
が
作
り
出
す
乳

酸
の
力
で
雑
菌
を
抑
え
な
が
ら
、
酵
母
が

活
動
し
や
す
い
状
態
を
つ
く
っ
て
ア
ル

コ
ー
ル
発
酵
を
促
進
す
る
方
法
で
、
明
治

時
代
ま
で
は
主
流
だ
っ
た
醸
造
方
法
で
す
。

　

醸
造
は
鶴
岡
市
大
山
の
酒
造
会
社
で
あ

る
㈱
渡
會
本
店
に
依
頼
し
ま
し
た
。
㈱
渡

會
本
店
は
、
現
在
も
生
酛
造
り
で
醸
造
し

て
い
る
こ
と
、
イ
号
を
育
種
し
た
故
・
佐

藤
彌
太
右
衛
門
氏
が
会
社
と
同
じ
旧
西
田

川
郡
に
住
ま
い
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、

代
表
取
締
役
社
長
の
渡
會
俊
仁
さ
ん
が
酒

造
り
に
対
す
る
町
の
思
い
を
理
解
し
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
が
理
由
で
し
た
。

Ｑ 

飯
米
で
あ
る「
イ
号
」を
原
料
に
し
た

「
イ
号 

彌
太
右
衛
門
」の
特
徴
は
？

Ａ�

酒
造
好
適
米
と
言
わ
れ
る
山
田
錦
や
雪

女
神
よ
り
味
が
濃
く
、
米
の
う
ま
味
を

感
じ
ら
れ
ま
す
。

Ｑ 

生
酛
造
り
で
醸
造
し
た「
イ
号 

彌
太
右

衛
門
」の
特
徴
は
？

Ａ�

有
機
酸
の
量
が
多
く
、
特
に
乳
酸
は
普

通
の
日
本
酒
と
比
べ
て
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
普
通
の
日
本
酒
と
同
程
度
の

糖
の
含
有
量
で
あ
っ
て
も
、
有
機
酸
の

量
が
多
い
こ
と
で
辛
さ
を
感
じ
ら
れ
、

甘
味
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
日
本

酒
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

Ｑ 

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
み

て
感
想
は
？

Ａ�

「
イ
号
」
に
出
会
え
た
こ
と
が
良
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
阿
部
亀

治
氏
が
育
種
し
た
「
亀
ノ
尾
」
を
使
っ

て
日
本
酒
を
作
っ
て
お
り
、
今
秋
に
は

工
藤
吉
郎
兵
衛
氏
が
育
種
し
た
「
京
の

華
」
を
使
っ
て
日
本
酒
を
作
る
予
定
で

す
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し

て
、
庄
内
三
大
育
種
家
が
育
種
し
た
米

で
作
っ
た
日
本
酒
を
揃
え
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
光
栄
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

㈱
渡
會
本
店 

代
表
取
締
役
社
長

渡
會　
俊
仁 

さ
ん

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ついに完成!!三川町生まれの日本酒 

「イ号 彌太右衛門」
▶左から渡會俊仁さん、阿部誠町長、大瀧浩幹さん　（㆕月2叅日�なの花ホール）
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﹁
イ
号 

彌
太
右
衛
門
﹂が
で
き
る
ま
で

町
民
参
加
の
こ
だ
わ
り

　
﹁
イ
号
﹂
が
町
民
の
皆
さ
ん
に
長
く
愛

さ
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
、
こ
の

日
本
酒
の
名
称
に
つ
い
て
、
町
民
や
町
出

身
者
を
対
象
に
公
募
し
ま
し
た
。
望
郷
み

か
わ
会
会
員
の
作
品
を
含
め
、
⓺5
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
⓺5
点
を
名
称
審
査
会
で
検
討
し
た

結
果
、﹁
イ
号�

彌や

た

え

も

ん

太
右
衛
門
﹂
に
決
定
し

ま
し
た
。お

披
露
目
会
を
開
催

　

４
月
㆓3
日
㈫
に
い
ろ
り
火
の
里
な
の
花

ホ
ー
ル
で
﹁
イ
号�
彌
太
右
衛
門
﹂
の
お

披
露
目
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
米
の
生

産
者
で
あ
る
大
瀧
浩
幹
さ
ん
や
㈱
渡
會
本 名称審査会を経て「イ号�彌太右衛門」に決定

店
の
渡
會
俊
仁
さ
ん
の
他
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
携
わ
っ
た
関
係
者
や
観
光
協
会
会
員
、

町
内
飲
食
店
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

お
披
露
目
会
で
は
ま
ず
、
日
本
酒
の
名

称
が
発
表
さ
れ
、
観
光
協
会
会
長
の
乾
杯

の
発
声
と
と
も
に
日
本
酒
を
味
わ
い
、
そ

の
出
来
を
確
か
め
ま
し
た
。

商
品
紹
介

　

町
内
の
酒
販
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
関
係
者
の
特
別
な
思
い
が
詰

ま
っ
た
日
本
酒
﹁
イ
号�

彌
太
右
衛
門
﹂

を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先　

三
川
町
観
光
協
会

☎
⓺⓺
―
４
６
５
６

仕込みタンクに入れる前に、米を放冷機で冷
ます。

❷蒸米の冷却

蒸した米に麴菌を混ぜて麴米を作るため、菌
が活動しやすい温度まで冷ます。

❶麴米づくり

❶でできあがった麴米と❷の蒸米を、タンク
に入れられた仕込み水の中に投入する。

❸仕込みタンクに麴を投入

その後、ろ過装置でろ過され、透き通った日
本酒が完成

❹叅月⓺日搾りたての原酒

【特集】ついに完成!!｢イ号 彌太右衛門｣

書は大瀧浩幹さんの妻しのぶさんが制作

を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。
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農家と商工業者の皆さまを応援します!
地域と産業の発展を目指して 本 町 独 自 支 援 事 業 の ご 紹 介の

は
っ
ぴ
ー
米ま
い
メ
モ
リ
ア
ル
事
業

〜
三
川
町
か
ら
〝
お
め
で
と
う
〞
と

　
　
　
　
　
　
〝
よ
う
こ
そ
〞
の
気
持
ち
を
込
め
て
〜

　

町
で
は
稲
作
以
外
の
、
施
設

園
芸
等
に
よ
る
さ
ら
な
る
農
業

所
得
確
保
を
支
援
す
る
た
め
、

﹁
三
川
町
農
産
所
得
拡
大
支
援

事
業
﹂
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
支
援
項
目

　

�

施
設
園
芸
等
の
た
め
の
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
や
機
械
設
備
等

○
補
助
率

　

�

２
分
の
１
以
内
・
上
限
１
０

０
万
円

︿
例
﹀�　
周
年
で
施
設
園
芸
︵
ミ

ニ
ト
マ
ト+

キ
ラ
リ
ボ

シ
等
︶
に
取
り
組
む
た
め

の
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
整
備

※�

水
稲
育
苗
の
た
め
の
ハ
ウ
ス

は
対
象
外
と
し
ま
す
。

※�

支
援
要
件
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
審
査
会
に
よ
り
支
援
内

容
等
を
決
定
し
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先

　

役
場
産
業
振
興
課�

農
政
係

☎
35
―
７
０
１
８

三
川
町
農
産
所
得
拡
大
支
援
事
業

〜
施
設
園
芸
等
の
取
り
組
み
に
よ
る
農
産
所
得
の
確
保
を
支
援
し
ま
す
〜

おすすめ!

　

町
で
は
、
三
川
特
産
の
お

米
の
消
費
拡
大
と
Ｐ
Ｒ
を
目

的
に
、
町
に
﹁
出
生
届
﹂

﹁
婚
姻
届
﹂﹁
転
入
届
﹂
を
提

出
さ
れ
た
町
民
の
方
に
、
三

川
産
米
の
食
べ
比
べ
セ
ッ
ト

︵
３
０
０
ｇ
×
３
品
種
︶
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　
﹁
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
﹂
や
﹁
よ
う
こ
そ
三
川
町

へ
﹂
と
い
う
気
持
ち
を
込
め

た
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。

○ 

問
合
せ
先　

役
場
産
業
振

興
課�

農
政
係

　

☎
35
―
７
０
１
７
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が
ん
ば
る
農
家
支
援
事
業

〜
意
欲
あ
る
農
業
者
の
創
意
と
工
夫
を
支
援
し
ま
す
〜

　

意
欲
あ
る
農
業
者
の
創
意
と
工
夫
を
生
か
す
こ
と
が

で
き
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
事
業
で
す
。
意
欲
を
も
っ

て
課
題
に
取
り
組
む
町
内
の
農
業
者
、
農
業
法
人
等
を

支
援
し
、
経
営
力
の
向
上
と
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

支
援
メ
ニ
ュ
ー
は
、
地
域
農
業
を

け
ん
引
す
る
新
技
術
の
導
入
支
援
や
、

農
産
物
の
販
路
拡
大
、
６
次
産
業
化

へ
の
取
り
組
み
な
ど
幅
広
い
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

※�

支
援
要
件
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
審
査
会
に
よ
り
支

援
内
容
等
を
決
定
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先　

役
場
産
業
振
興
課�

農
政
係

☎
35
―
７
０
１
８

田
か
ら（
宝
）も
の
逸
品
開
発
事
業

〜 

ふ
る
さ
と
応
援
市
場
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、三
川

町
産
品
を
使
っ
た
商
品
、三
川
町
を
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
逸
品
の
開
発
を
支
援
し
ま
す
〜

○
支
援
項
目

　

�

特
産
品
等
の
逸
品
︵
新
商
品
︶
の
開
発
等
に
係
る
経

費
○
補
助
率　

２
分
の
１
～
３
分
の
２

※
申
請
内
容
を
審
査
し
決
定
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先　

役
場
産
業
振
興
課�

商
工
観
光
係

　

☎
35
―
７
０
１
５

瑞
穂
の
郷
づ
く
り
事
業

〜 

国
内
屈
指
の
米
づ
く
り
に
専
心
す
る
地
域
を
目
指
し
、

こ
だ
わ
り
の
米
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
〜

　

生
産
米
の
高
品
質
調
製
・
生
産
コ
ス
ト
縮
減
・
こ
だ

わ
り
米
の
生
産
支
援
を
実
施
し
、
稲
作
農
業
者
の
所
得

の
向
上
を
図
り
、
今
後
も
米
づ
く
り
に
専
心
し
て
い
け

る
町
と
な
る
た
め
﹁
瑞
穂
の
郷
づ
く
り
事
業
﹂
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

○
支
援
項
目

　

①
色
彩
選
別
機
導
入

　
　
︵
補
助
率
：
２
分
の
１
以
内
・
上
限
１
０
０
万
円
︶

　

②
直
播
機
導
入

　
　
︵
補
助
率
：
２
分
の
１
以
内
・
上
限
5₀
万
円
︶

　

③
先
進
除
草
機
導
入

　
　
︵
補
助
率
：
２
分
の
１
以
内
・
上
限
１
０
０
万
円
︶

　

④
先
進
技
術
機
械
導
入

　
　
︵
補
助
率
：
２
分
の
１
以
内
・
上
限
１
０
０
万
円
︶

※�

い
ず
れ
の
メ
ニ
ュ
ー
も
支
援
要
件
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
審
査
会
に
よ
り
支
援
内
容
等
を
決
定
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先　

役
場
産
業
振
興
課�

農
政
係　

☎
35
―
７
０
１
７

特
産
キ
ラ
リ
生
産
拡
大
支
援
事
業

〜
町
の
花『
菜
の
花（
キ
ラ
リ
ボ
シ
）』の

　
　
　
　
　
　
生
産
振
興
を
支
援
し
ま
す
〜

　

町
の
花
で
あ
る
﹃
菜
の
花
︵
キ
ラ
リ
ボ
シ
︶﹄
の
生
産

振
興
に
係
る
経
費
等
を
支
援
し
、
キ
ラ
リ
ボ
シ
の
生
産
拡

大
と
特
産
品
の
安
定
供
給
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
に
よ
り
キ
ラ
リ
ボ
シ
オ
イ
ル
の
更
な
る
増
産

を
目
指
す
と
と
も
に
、
菜
の
花
を
活
用
し
た
町
の
Ｐ
Ｒ
に

つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

○
問
合
せ
先　

役
場
産
業
振
興
課�

農
政
係

　

☎
35
―
７
０
１
8

農家と商工業者の皆さまを応援します！
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地
域
の
皆
さ
ん
が
主
役
の﹁
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
﹂

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て

よ
り
よ
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
確
立
を
目
指
し
て

　

多
様
化
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
行
政
に
よ
る
対
応
だ

け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。「
公
助
」
に
頼
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
己
や
地
域
住
民
、

共
通
の
仲
間
等
に
よ
る
「
自
助
」「
共
助
」
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
課
題
が
早
期

に
解
決
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
取
り
組
み
に
よ
っ
て
は
、
よ
り
地
域
の

絆
が
深
ま
る
相
乗
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
﹁
協
働
﹂
の
実
現
に
向
け
た
支
援
策

　

本
町
で
は
、﹁
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
﹂

を
基
本
理
念
と
し
て
、
町
民
、
団
体
、

事
業
者
、
行
政
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割

を
担
い
な
が
ら
、
連
携
・
協
力
が
で
き

る
よ
う
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

﹁
協
働
﹂
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
課
題

解
決
だ
け
で
な
く
、
地
域
づ
く
り
へ
の

住
民
の
参
画
や
支
え
合
い
助
け
合
う
意

識
の
醸
成
な
ど
、
よ
り
大
き
な
成
果
が

生
み
出
さ
れ
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

福
祉
・
安
全
・
環
境
保
全
・
文
化
・

教
育
な
ど
、
地
域
課
題
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
こ
こ
で
は
、
地
域
に
お
け
る

﹁
協
働
﹂
の
実
現
に
向
け
た
支
援
策
と

し
て
、
次
の
二
つ
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
す
。

○
協
働
事
業
提
案
制
度

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援
員
派
遣
事
業

　
・
自　
助　
　
自
ら
の
力
で
事
を

　
　
　
　
　
　
　
成
し
遂
げ
る
こ
と
。

　　
・
共　
助　
　

�

互
い
に
助
け
合
う
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
町
内
会
や
地
域
の
な
か
で

　
　
　
　
　
　
　
助
け
合
い
、
事
を
成
し
遂

　
　
　
　
　
　
　
げ
る
こ
と
。

　
・
公　
助　
　
国
や
自
治
体
な
ど
、
公
的

　
　
　
　
　
　
　
機
関
が
援
助
す
る
こ
と
。



9 2019.5.15

【
派
遣
の
費
用
】

　

無　

料

　

※��

た
だ
し
、
施
設
使
用
料
や
材
料
費

な
ど
、
別
に
費
用
が
発
生
す
る
場

合
は
申
込
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

○
問
合
せ
先　

　

役
場
企
画
調
整
課 

企
画
調
整
係

☎
35
―
７
０
１
３

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化

を
促
進
す
る
た
め
、
町
内
で
活
動
す
る

各
種
団
体
等
が
開
催
す
る
会
議
や
研
修

会
な
ど
に
町
職
員
を
派
遣
し
、
行
政
情

報
の
提
供
等
を
行
い
ま
す
。

【
支
援
の
対
象
団
体
】

○
町
内
会

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
公
益
法
人

○
町
内
で
活
動
す
る
各
種
団
体

【
対
象
と
な
る
事
業
】

　

次
の
事
業
等
に
職
員
を
派
遣
し
ま
す
。

○
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
研
修
会

○�

町
内
会
の
健
康
ま
つ
り
、
健
康
教
室

で
の
講
演
会

○
ご
み
の
適
正
排
出
の
指
導

○�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
会
議
や
研
修
会

　

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
町
民

が
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
、
自
主

的
に
行
う
公
益
的
な
活
動
に
対
し
て
支

援
し
ま
す
。

【
支
援
の
対
象
団
体
】

○
町
内
で
活
動
す
る
３
人
以
上
の
団
体

○�

１
年
以
上
継
続
し
て
活
動
す
る
見
込

み
の
あ
る
団
体

【
対
象
と
な
る
事
業
の
例
】

【
補
助
金
の
採
択
に
な
っ
た
過
去
の
事
例
】

○
子
供
み
こ
し
の
制
作
と
ま
つ
り
の
実
施

○
桜
の
植
樹
・
花
壇
の
植
栽

○
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催　
等

【
支
援
内
容
】

○
補
助
金
の
交
付

　
�

対
象
経
費
を
全
額
補
助
（
上
限
20
万

円
・
千
円
未
満
切
捨
て
）

　
�

た
だ
し
、
次
の
事
項
は
、
対
象
経
費

の
３
分
の
２
を
補
助

　
・�
協
働
で
取
り
組
む
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
新
設
・
修
繕
・
解
体

　
・�

協
働
事
業
実
施
の
た
め
に
必
要
と

さ
れ
る
３
万
円
以
上
の
備
品
購
入

及
び
修
繕

○
町
広
報
等
へ
の
情
報
掲
載

○�

各
種
手
続
き
等
の
問
合
せ
や
他
団
体

と
の
連
絡
調
整

○
町
有
施
設
の
利
用

○
町
の
後
援
、
共
催
名
義
の
使
用

※�

申
請
内
容
を
審
査
し
、支
援
を
決
定
し
ま
す
。

協
働
事
業
提
案
制
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援
員
派
遣
事
業

よりよい地域コミュニティの確立を目指して

☟�

営
利
目
的
の
活
動
や
、
政
治
・
宗

教
・
選
挙
活
動
な
ど
対
象
と
な
ら

な
い
事
業
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

「
協
働
事
業
提
案
制
度
」「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
支
援
員
派
遣
事
業
」

の
事
業
申
請
を
検
討
さ
れ
る
場
合

は
、
事
前
に
役
場
企
画
調
整
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

子どもとその保
護者が気軽につ
どい、交流でき
る場の提供

公共空間の
景観づくり

地域の資源と人材を活かした
新しい事業の立ち上げ

伝統芸能・文化の
保護・保存・活用

高齢者が気軽に
つどい、交流で
きる地域の茶の
間の運営



横山小学校
より

₁₀

　

横
山
小
学
校
で
行
わ
れ
る
行
事
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
つ
な
が

る
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
年
度
末
か
ら
年
度
始
め
に
か
け
て
行
わ
れ
る
行
事
で
は
、

特
に
子
ど
も
た
ち
の
成
長
力
の
高
さ
を
感
じ
ま
す
。
最
近
行
わ
れ
た
行
事
か
ら
、
そ
の

様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

☆
２
月
₂₈
日　

６
年
生
を
送
る
会

　

５
年
生
が
中
心
と
な
り
、
１
〜
４
年
生
も
そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
み
ん
な
で
協
力
し

て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
１
年
生
は
創
作
ダ
ン
ス
を
交
え
た
感
謝
の
言
葉
、
２
年

生
は
個
々
の
思
い
を
大
切
に
し
た
手
作
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
３
年
生
は
リ
コ
ー
ダ
ー
の
演

奏
と
歌
を
贈
り
ま
し
た
。
４
年
生
は
長
縄
８
の
字
跳
び
対
決
と
、
児
童
が
主
体
的
に
考

え
た
こ
と
に
み
ん
な
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
一
生
懸
命
な
在
校
生
の
様
子
、
６
年
生
の

う
れ
し
そ
う
な
様
子
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
思
い
が
伝
わ
っ
た
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
会
を
通
じ
て
、
５
年
生
か
ら
は
最
上
級
生
に
な
る
と
い
う
自
覚
が
表
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
を
感
じ
た
６
年
生
か
ら
も
、「
在
校
生
に
任
せ
て
安
心
！
」と
い
う
気
持
ち

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

町長コラム
「誠・心・誠・意」
地
域
お
こ
し
協
力
隊
企
画
研
修
会

「
学
び
Ｂ
Ａ
Ｒ
」

　

４
月
㆓⓺
日
㈮
に
田
田
の
宿
研
修
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

企
画
研
修
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
交
流
人
口
の
拡
大
を

図
り
た
い
と
、
本
町
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
で
あ
る
伊
藤
秀
和
さ
ん
が
企
画
・
主

催
し
て
く
れ
た
も
の
で
す
。

　
﹁
学
び
Ｂ
Ａ
Ｒ
﹂
と
題
し
た
研
修
会
で
は
、

庄
内
地
域
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
活
躍
し
て
い
る
方
を
講
師
に
招
き
、
毎

回
違
う
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
講
座
が
開
か
れ

ま
す
。

　

１
回
目
と
な
っ
た
今
回
は
、﹁
三
川
町
の

こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

町
長
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ

る
﹂
と
の
伊
藤
さ
ん
の
考
え
か
ら
、
私
が

講
師
と
し
て
招
か
れ
ま
し
た
。
町
民
だ
け

で
な
く
町
外
在
住
の
方
か
ら
も
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
改
め
て
私
の
自
己

紹
介
を
し
た
り
、
現
在
の
三
川
町
の
施
策

か
ら
将
来
像
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
り
し

ま
し
た
。

　
﹁
三
川
町
に
は
何
も
魅
力
が
な
い
﹂
と
い

う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
そ
こ
を
逆
手

に
と
っ
て
考
え
て
み
る
と
新
た
な
発
見
を

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

町
の
至
る
所
で
見
ら
れ
る
田
ん
ぼ
の
風

景
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
四
季
折
々
で
違
っ
た

表
情
を
見
せ
る
そ
の
風
景
は
、
時
に
来
訪

者
か
ら
感
動
の
声
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
う
い
っ
た
点
で
は
、
私
た
ち
は
恵
ま

れ
た
環
境
に
お
り
、
そ
れ
を
誇
り
に
思
っ

て
も
ら
え
た
ら
、
と
い
う
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
し
た
方
々
か
ら
も
、
こ
の
よ

う
な
三
川
の
良
さ
に
気
づ
い
て
も
ら
い
、

三
川
の
こ
と
を
よ
り
好
き
に
な
っ
て
も
ら

え
た
と
し
た
ら
、
講
師
と
し
て
話
を
し
た

甲
斐
が
あ
り
ま
す
。

　
﹁
学
び
Ｂ
Ａ
Ｒ
﹂
は
今
後
も
毎
月
１
回
程

度
開
催
予
定
で
す
。
研
修
会
後
に
は
懇
親

会
も
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
多
く

の
方
々
か
ら
参
加
し
て
も
ら
い
、
交
流
を

深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
さ
ん
の
ブ
ロ
グ
や

各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

節
目
を
大
切
に
し
て
、
大
き
な
成
長

叅 年生は歌で想いを伝える!

ありがとうの気持ちで踊った㆒年生のダンス

2 年生は手作りプレゼント!
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☆
３
月
₁₉
日　

卒
業
式

　

今
年
の
卒
業
生
₂₉
人
は
、
下
級
生
に
た
く
さ
ん
の
思

い
や
り
と
優
し
さ
を
も
っ
て
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
に
と
っ
て
は
６
年
間
の
集
大
成
を
見
せ
る
晴

れ
舞
台
で
す
。
１
月
か
ら
準
備
を
進
め
、
返
事
の
仕
方

や
歌
の
練
習
を
何
度
も
し
て
き
ま
し
た
。
先
生
方
み
ん

な
で
指
導
し
、
自
信
を
持
っ
て
当
日
を
迎
え
ら
れ
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
卒
業
式
当
日
。
お
別
れ
の
言
葉
や
卒
業
生

の
歌「
３
月
９
日
」、
全
校
合
唱「
変
わ
ら
な
い
も
の
」が
会
場
全
体
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
出
来
映
え
で
し
た
。

　

卒
業
生
か
ら
は
、
自
分
た
ち
の
成
長
を
態
度
で
伝
え
る
と
い
う
気
持
ち
、
在
校
生
か

ら
は
新
し
い
季
節
に
向
け
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

☆
４
月
６
日　

入
学
式

　

春
の
柔
ら
か
な
日
差
し
の
中
、
₂₃
人
の
新
入
生
が
入

学
し
て
き
ま
し
た
。
担
任
の
先
生
の
呼
び
上
げ
に
返
事

を
し
、
や
る
気
い
っ
ぱ
い
の
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

在
校
生
は
、
歌「
や
あ
！
」の
合
唱
で
新
入
生
を
歓
迎

し
ま
し
た
。
新
入
生
と
と
も
に
１
年
間
頑
張
ろ
う
と
い

う
気
持
ち
が
こ
も
っ
た
合
唱
で
し
た
。

　

節
目
の
節
は
、
つ
な
ぎ
目
で
す
。
竹
に
は
節
が
あ
り
、

節
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
少
々
の
風
で
は
折
り
曲

が
っ
た
り
せ
ず
、
ぐ
ん
と
成
長
で
き
ま
す
。
学
校
生
活

に
も
節
が
あ
り
、
節
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
が
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
自
信
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で

行
け
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

横
山
小
学
校
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

困
難
に
も
負
け
ず
挑
戦
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
支

え
て
い
き
ま
す
。

 

俳
　
壇

つ
つ
じ
咲
き
椿
満
開
初
夏
の
庭�

丸
岡
利
喜
雄

春
風
の
一
枚
羽
織
る
三
の
丸�

斎
藤　
　

優

春
祭
り
好
き
に
さ
せ
て
よ
訃
の
ひ
と
つ�

菅
原
た
け
お

節
高
の
亡
母
の
大
き
手
ち
巻
き
か
な�

飯
野　

藤
子

花
の
下も

と
人
間
駒
が
右
左�

荘
司　

博
子

し
ゃ
ぼ
ん
玉
孫
ら
三
人
芝
桜�

佐
藤　

誠
爾

両
岸
の
土
手
千
本
の
花
吹
雪�

工
藤
ひ
ろ
し

目
覚
め
れ
ば
時
流
れ
ゆ
く
落
椿�

春
山　

夏
海

 

歌
　
壇

神
輿
引
く
子
等
の
掛
声
威
勢
よ
く
小
路
の
奥
よ
り
響
き
近
づ
く�

五
十
嵐
松
男

春
祭
り
神
楽
は
お
お
し
く
舞
い
始
め
か
け
声
合
わ
せ
太
鼓
を
た
た
く�

土
田　
　

秀

若
衆
は
白
装
束
を
身
に
纏
い
御
神
輿
流
す
鼠
ヶ
関
川
へ�

齋
藤
与
次
雄

発
表
の
新
元
号
は
﹁
令
和
﹂
と
ふ
心
よ
せ
あ
い
永と

わ遠
の
平
和
を�

佐
藤　
　

頴

川
沿
い
の
土
手
に
咲
き
に
し
水
仙
は
陽
光
あ
び
て
日
ご
と
数
増
す�

佐
藤　

博
政

歌
の
師
の
飯
井
氏
歌
会
を
辞
す
後
も
教
へ
忘
れ
ず
吾
れ
歌
詠
み
ゆ
く�

齋
藤　

久
繁

鎮
守
神
の
春
の
祭
礼
粛
な
り
て
御
神
輿
か
つ
ぐ
児
ら
を
労
ふ�

前
田
キ
ヌ
エ

心をこめて歌う卒業生㆒年生の立派な態度「やあ !」で㆒年生を歓迎 !

三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー

三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー



₁₂

　㆕月㆓5日㈭、子育て交流施設整備事業の建設
工事安全祈願祭が行われ、施工者を代表して、
後藤完司山形建設㈱代表取締役社長が、「多くの
町民が期待を寄せている施設の工事に関わるこ
とができ、大変光栄に思います。」とあいさつし
ました。
　子育て交流施設の建設工事は、令和㆓年㆕月末
までの工期となっていますが、早期の工事完了
を目指します。

4/25
(木)

　㆕月㆓⓺日㈮、防災機器を取り扱う㈱大滝商会
から、会社創立㆕5周年を記念して救命胴衣5₀着
が寄贈されました。
　贈呈式では、大瀧一雄取締役会長から目録が
手渡され、防災活動への多大な支援に対し、阿
部町長が謝辞を述べました。
　寄贈された救命胴衣は、消防団による水防活
動などで活用させていただきます。

4/26
(金)

工事の安全を祈願しました

子育て交流施設整備事業
建設工事安全祈願祭

水防活動に役立てて

救命胴衣５０着寄贈

　㆕月㆓3日㈫、東京都で開催された子どもの読
書活動推進フォーラムにおいて、押切小学校が
読書活動優秀実践校として表彰されました。
　押切小学校では、読書活動を推進するための
活動が学校司書補を中心に盛んに行われ
ています。この成果が児童の読書量
の増加につながっていることが評
価され、表彰されたものです。お
めでとうございます!

　㆕月㆒㆕日㈰、町民体育館でスポーツ少年団入
団式が行われました。㆒㆒の団から約㆒3₀人が参
加し、各団の主将が今年度の目標を力強く発表
しました。

　式に続いて行われた運動適正テストで
は、立ち幅跳びや5分間走等の5種目
のテストが行われました。団員同
士が応援し合う場面もあり、団を
越えての交流が見られました。

読書がんばっています

読書活動優秀実践校として
全国表彰!!

4/23
(火)

4/14
(日)

工事の安全を祈願しました

子育て交流施設整備事業
建設工事安全祈願祭

救命胴衣５０着寄贈

活動が学校司書補を中心に盛んに行われ
ています。この成果が児童の読書量
の増加につながっていることが評

　式に続いて行われた運動適正テストで
は、立ち幅跳びや5分間走等の5種目
のテストが行われました。団員同
士が応援し合う場面もあり、団を
越えての交流が見られました。

写真館
ま
写真館写真館
ち
写真館写真館写真館
かど

まちかど写真館

勝利への思いを胸に抱いて

スポーツ少年団入団式
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⇐�伊藤さんのブログはこちらから。
広報では紹介しきれない情報も
盛りだくさん！

三川町地域おこし協力隊の
直近の活動について紹介します

　
三
川
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　
　
伊い
と
う藤　
秀ひ
で
か
ず和

【
こ
の
コ
ラ
ム
を
書
い
て
い
る
人
】

　町では介護予防に効果があるといわれている「いきいき
百歳体操」の普及を進めており、町内₁₂団体のみなさんが
取り組んでいます（令和元年₅月₁日現在）。
　この体操は、高齢者の筋力向上を主な目的として考案さ
れた体操で、重りを手首や足首に巻き、DVDで体操の映
像を見ながら椅子に座って手足をゆっくりと動かします。
無理なく効果的に筋力をつけることができるため、動作が
楽になり、また転倒しにくくなるので骨折で寝たきりにな
ることを防ぐことができます。

　いきいき百歳体操は高齢者の筋力向上だけでなく、仲間づくりや通いの場づくりにもなる体操です。

　「やってみたい！」「もっと話を聞きたい！」と思った方は気軽にお問合せください。

役場では体操用DVDの貸し出しや、出張説明会も行っています。
○実施条件　 ₄人以上のグループで、実施会場、イス・DVDプレー

ヤー・テレビ等の必要物品の準備ができ、₃カ月程度、
週₁回以上自主的に実施可能なグループ

○問合せ先　三川町地域包括支援センター（役場健康福祉課内）　
☎₃₅－₇₀₃₁

●介護予防の場　●仲間づくりの場　●通いの場　●住民運営の場づくりに

あなたも「いきいき百歳体操」をはじめてみませんか

　

新
年
度
初
日
、﹁
令
和
﹂
と
い
う
新
元

号
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
ね
。

　

改
元
に
合
わ
せ
て
、
新
し
い
こ
と
を
始

め
る
の
に
も
良
い
時
期
と
感
じ
て
い
ま
す
。

三
川
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
活

動
が
一
年
経
過
し
、
日
々
の
活
動
の
情
報

発
信
に
、
も
う
少
し
広
が
り
を
持
た
せ
た

い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
が

中
心
で
し
た
が
、
身
内
に
し
か
届
か
な

か
っ
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
馴
染
み

が
な
い
年
配
の
方
に
は
届
き
に
く
か
っ
た

り
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
新
た
な
情
報
発
信
の

手
段
と
し
て
、
４
月
か
ら
酒
田
エ
フ
エ
ム

放
送
︵
ハ
ー
バ
ー
ラ
ジ
オ
︶
で
ラ
ジ
オ
番

組
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
番
組
名
は
、

﹁
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
阿
部
彩
人
ど
伊

藤
秀
和
の
庄
内
も
っ
け
だ
レ
デ
ィ
オ
﹂
で

す
。

　

酒
田
市
八
幡
地
域
大
沢
地
区
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
・
阿
部
彩
人
さ
ん
と
一
緒
に
、

他
地
域
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
ゲ
ス
ト

と
し
て
招
き
、
庄
内
の
魅
力
や
﹁
お
も

し
ぇ
ご
と
﹂
を
紹
介
し
て
い
く
番
組
で
す
。

　

ラ
ジ
オ
か
ら
の
発
信
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利

用
し
て
い
な
い
方
に
情
報
が
届
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
リ
ス
ナ
ー
が
三
川
町

の
こ
と
を
知
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
庄
内
の

他
地
域
の
こ
と
を
よ
り
深
く
知
る
機
会
に

も
な
り
、
お
互
い
が
交
流
で
き
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

放
送
は
、
毎
週
月
曜
日
９
時
～
㆒₀
時

︵
再
放
送
は
毎
週
日
曜
日
㆒3
時
～
㆒㆕
時
︶

で
す
。
ぜ
ひ
お
聴
き
く
だ
さ
い
‼‼



₁₄

■
鶴
岡
市

鶴
岡
天
神
祭

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
パ
レ
ー
ド
出
演

○
期
　
日　

５
月
㆓5
日
㈯

○ 

会
　
場　

鶴
岡
天
満
宮
、
鶴
岡
公
園
、

鶴
岡
駅
前
～
市
内
目
抜
き
通
り

○ 

内
　
容　
天
神
祭
パ
レ
ー
ド
、
天
狗
舞
・

獅
子
舞
奉
納
、
銘
酒
コ
ー
ナ
ー　

ほ
か

○ 

問
合
せ
先　

鶴
岡
市
役
所
観
光
物
産
課

内
﹁
天
神
祭
実
行
委
員
会
﹂
事
務
局

☎
㆓5
―
２
１
１
１
︵
内
線
５
４
３
︶

■
酒
田
市

酒
田
ま
つ
り

◆
宵
祭
り　

５
月
㆒⓽
日
㈰

○ 

会
　
場　

市
役
所
前
交
差
点
～
マ
リ
ー

ン
５
清
水
屋
前
︵
荒
天
時
中
止
︶

◆
本
祭
り　

５
月
㆓₀
日
㈪�

午
前
㆒₀
時
～

○ 

内
　
容　
山
車
行
列
、
立
て
山や
ま
ぼ
こ鉾
巡
行
、
式

台
の
儀
、
渡
御
行
列
、
山
車
行
列
︵
雨
天
決
行
︶

○ 

会
　
場　
マ
リ
ー
ン
５
清
水
屋
前
及
び
中
心
市
街
地

※
時
間
な
ど
詳
し
く
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○ 

問
合
せ
先　
酒
田
市
役
所
交
流
課�

観
光

戦
略
係�

☎
０
２
３
４
―
㆓⓺
―
５
７
５
９

■
庄
内
町

第
４
回
月
山
龍
神
マ
ラ
ソ
ン　

参
加
者
募
集
！

○
期
　
日　

㆒₀
月
㆒3
日
㈰

○
会
　
場　
清
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
︵
荘
内
藩
清
川
関
所
隣
︶

○ 

種
　
目　
親
子
ペ
ア
︵
１
・
２
㎞
︶、
３

㎞
、
５
㎞
、
10
㎞
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

○
申
込
み
締
切
り　

８
月
９
日
㈮
ま
で

※�

詳
し
く
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○ 

問
合
せ
先　

月
山
龍
神
マ
ラ
ソ
ン
実
行

委
員
会
事
務
局
︵
庄
内
町
観
光
協
会
︶

☎
０
２
３
４
―
㆕㆓
―
２
９
２
２

■
遊
佐
町

「
鳥
海
山
お
も
し
ろ
自
然
塾
」

新
緑
の
高
瀬
峡
ハ
イ
キ
ン
グ
と
打
ち
た
て
そ
ば
昼
食

○ 

日
　
時　

６
月
９
日
㈰　

午
前
８
時
3₀

分
～
午
後
１
時

○
定
　
員　

㆒5
人
︵
先
着
順
︶

○
受
講
料　

２
，
２
０
０
円

○ 

持
ち
物　

山
歩
き
で
き
る
服
装
、
飲
み

物
、
雨
具
等

○
申
込
み
締
切
り　

６
月
４
日
㈫
ま
で

○ 

会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
先　

四
季
の

森
し
ら
い
自
然
館

☎
０
２
３
４
―
柒㆓
―
２
０
６
９

【ごみ収集量実績】
4月収集量

3㆒年度（3₀年度） 対前年度増加率
も � や � す � ご � み ㆒㆓柒.㆕⓽t（㆒㆒⓺.5₀t） ⓽.㆕3％
プラスチック製容器包装類・ペットボトル � 3.㆕⓼t� （3.㆕3t） ㆒.㆕⓺％
び ん ・ 缶 � ㆕.⓺⓽t� （5.㆒⓺t） ▲⓽.㆒㆒％
金 属・ ガ ラ ス・ そ の 他 � 3.㆕3t� （㆓.⓺㆒t） 3㆒.㆕㆓％
廃 蛍 光 管・ 廃 乾 電 池 � ₀.㆓㆓t� （₀.㆓㆒t） ㆕.柒⓺％
合 　 　 　 計 ㆒3⓽.3㆒t（㆒㆓柒.⓽㆒t） ⓼.⓽㆒％
○問合せ先　役場建設環境課�環境整備係　☎35－柒₀3⓺

　ごみのないきれいな三川町を目指し、町では5月と㆒₀月の年㆓回、庄内総合支庁や鶴岡警察署な
どの関係機関と連携し、集中的に不法投棄防止の啓発や監視パトロールなどを実施しています。
　不法投棄は環境を破壊する違法行為であり、不法
投棄した量の多少に関わらず、行った者（未遂を含
む）には重い罰則（5年以下の懲役または㆒，₀₀₀万円
以下の罰金）が科されます。不法投棄された現場を
発見した際は、速やかに役場建設環境課（☎ 35－
柒₀3⓺）、庄内総合支庁環境課（☎⓺⓺－㆕⓽㆒㆕）または三
川駐在所（☎⓺⓺－㆓㆓㆒₀）までお知らせください。

【今月のテーマ】
５月は不法投棄パトロール
強化月間です

みかわ環境つうしん
Mikawa Environment Newsletter

赤川河川敷に不法投棄されたもの
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明
す
る
も
の
︵
学
生
証
等
︶
の
写
し
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
込
み
締
切
り　

６
月
㆓㆕
日
㈪
ま
で

○ 

申
込
み
・
問
合
せ
先　

役
場
教
育
委
員

会
学
校
教
育
係　
　

☎
35
―
７
０
２
２

児
童
扶
養
手
当
を
ご
存
じ
で
す
か

　

配
偶
者
の
死
亡
や
、
離
婚
な
ど
に
よ
り
、

ひ
と
り
親
と
し
て
児
童
︵
㆒⓼
歳
に
達
し
た
年

の
年
度
末
ま
で
に
あ
る
児
童
︶
を
養
育
し
て

い
る
方
、
あ
る
い
は
ひ
と
り
親
の
父
ま
た
は

母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
に
対
し
、
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　
手
当
を
受
け
る
に
は
、
役
場
健
康
福
祉
課

に
申
請
が
必
要
で
す
。
な
お
、
所
得
状
況
に

よ
り
手
当
の
支
給
が
制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
手
当
の
申
請
な
ど
詳
し
く
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

○ 

申
請
・
問
合
せ
先　

役
場
健
康
福
祉
課

　

福
祉
係　
　
　
　
　

☎
35
―
７
０
３
０

ツ
ツ
ガ
ム
シ
に
ご
用
心

　

５
～
６
月
は
、
特
に
つ
つ
が
虫
病
の
感

染
が
心
配
な
時
期
で
す
。

　

ツ
ツ
ガ
ム
シ
︵
ダ
ニ
の
一
種
︶
は
、
田

畑
、
山
林
、
や
ぶ
、
河
川
敷
、
草
原
な
ど

に
生
息
し
、
こ
の
よ
う
な
場
所
に
立
ち
入

る
と
き
に
は
、
次
の
よ
う
な
自
衛
手
段
が

効
果
的
で
す
。

１�

．
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
長
靴
、
手
袋
等
を
着

用
し
、
素
肌
を
で
き
る
だ
け
露
出
し
な
い
。

小
学
校
プ
ー
ル
監
視
員
募
集

　
横
山
・
東
郷
・
押
切
小
学
校
夏
季
休
業
中

の
プ
ー
ル
開
放
日
に
児
童
の
安
全
確
保
の
た
め

に
配
置
す
る
プ
ー
ル
監
視
員
を
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
資
格　

高
校
生
以
上
の
泳
げ
る
方

○
募
集
人
員　

６
人

○ 

勤
務
日　

７
月
下
旬
～
８
月
下
旬
ま
で

の
間
の
㆒㆕
日
間
以
内

○
勤
務
時
間　
午
前
９
時
3₀
分
～
午
後
４
時

○ 

勤
務
地　

横
山
・
東
郷
・
押
切
小
学
校

の
い
ず
れ
か

○
賃
　
金　

１
日
あ
た
り
４
，
８
０
０
円

○ 

申
込
み
方
法　

履
歴
書
及
び
身
分
を
証

２�

．
休
息
す
る
と
き
は
な
る
べ
く
裸
地
を

選
び
、
草
む
ら
に
直
接
座
ら
な
い
。

３�

．
ダ
ニ
忌
避
剤
、
防
虫
剤
を
衣
服
に
散
布
す
る
。

４�

．
立
ち
入
っ
た
あ
と
は
入
浴
し
、
吸
着

し
た
ダ
ニ
を
洗
い
流
す
。

　

春
か
ら
秋
に
ツ
ツ
ガ
ム
シ
の
生
息
し
て

い
そ
う
な
場
所
に
立
ち
入
っ
て
か
ら
５
～

㆒㆕
日
後
に
発
熱
し
た
時
に
は
、
す
ぐ
に
医

療
機
関
を
受
診
し
、
適
切
な
治
療
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

○
問
合
せ
先

・�

庄
内
保
健
所
保
健
企
画
課�

感
染
症
対

策
担
当�

☎
⓺⓺
―
４
９
２
０

・
役
場
健
康
福
祉
課�

健
康
係

�

☎
35
―
７
０
３
２

農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ
る
農
用
地
等
の

受
け
手
の
募
集
と
農
地
等
の
出
し
手
希
望

者
の
申
し
出
の
受
付
け
に
つ
い
て

○
受
け
手
の
申
込
み
期
限

　

令
和
２
年
２
月
㆓⓼
日
㈮
ま
で

※�

令
和
２
年
度
か
ら
借
り
受
け
る
た
め
に
は

㆒₀
月
3㆒
日
㈭
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

す
で
に
登
録
済
の
方
は
、
再
申
込
み
は

不
要
で
す
。

※�
町
外
農
地
の
借
り
受
け
を
希
望
す
る
場

合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

○
出
し
手
の
申
込
み
期
間

　

�　
随
時
︵
た
だ
し
、
令
和
元
年
度
協
力

金
の
受
給
に
関
係
す
る
場
合
は
、
８
月

3₀
日
㈮
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
︶

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　
役
場
農
業
委
員
会

☎
35
―
７
０
１
９

統
計
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

◆
経
済
セ
ン
サ
ス
︱
基
礎
調
査

　
総
務
省
統
計
局
・
山
形
県
・
三
川
町
で
は
、

﹁
経
済
セ
ン
サ
ス
―
基
礎
調
査
﹂
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
調
査
員
が
全
国
す

べ
て
の
事
業
所
の
活
動
状
態
を
確
認
し
、

新
た
に
把
握
し
た
事
業
所
に
は
調
査
票
を

配
布
し
ま
す
。

◆
工
業
統
計
調
査

　

工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
員
４
人
以
上
の

全
て
の
製
造
事
業
所
を
対
象
に
、
６
月
１
日

時
点
で
実
施
し
ま
す
。
我
が
国
に
お
け
る
工

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
政
府
の
重
要
な
調
査
で
、
統
計
法
に
基

づ
く
報
告
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計
調
査
で
す
。

調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興

な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

※�

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
理
解
い
た
だ

き
、
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

○ 

問
合
せ
先　

役
場
企
画
調
整
課�

企
画

調
整
係　
　
　
　
　

☎
35
―
７
０
１
３

自
動
車
税（
県
税
）の
納
税
に
つ
い
て

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
3㆒
日
㈮
で

す
。
お
近
く
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
各

総
合
支
庁
税
務
担
当
課
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

お
知
ら
せ



₁₆

利
用
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
忘
れ
ず
に
期
限
ま
で
納
め
ま

し
ょ
う
。

○ 

問
合
せ
先　

県
庄
内
総
合
支
庁�

税
務

課�

☎
⓺⓺
―
２
１
１
６

三
川
町
生
徒
指
導
等
講
座
開
催
の
ご
案
内

○ 

日
　
時　

５
月
㆓⓽
日
㈬　

午
後
３
時
～

午
後
４
時
㆕5
分

○
会
　
場　
三
川
町
公
民
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

○ 

内
　
容　

演
題
﹁
子
ど
も
が
輝
く
か
か

わ
り
方
～
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
た
め

に
～
﹂

　

�

講
師　

國
學
院
大
学
教
授　

杉
田　

洋�

氏

○ 

対
　
象　

町
民
・
教
育
行
政
関
係
者
・

教
職
員
な
ど

○
申
込
み
締
切
り　

５
月
㆓㆓
日
㈬
ま
で

○ 

申
込
み
・
問
合
せ
先　

役
場
教
育
委
員

会
教
育
課�

学
校
教
育
係☎

35
―
７
０
２
２

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

○ 

日
　
時　

６
月
５
日
㈬　

午
前
㆒₀
時
～

午
前
㆒㆒
時
と
午
後
２
時
～
午
後
３
時

○
会
　
場　

三
川
町
公
民
館

○
内
　
容　

軽
減
税
率
制
度
等
に
つ
い
て

○
対
　
象　

農
業
を
含
む
全
事
業
者

習字教室生徒募集
年長さんや新1年生大歓迎!!年長さんや新1年生大歓迎!!

・大瀧しのぶ（雅号：黎光）
・三川町東沼在住（11歳・6歳・4歳の
　3人の子育てに奮闘中!!） 
・みかわ会館（三川郵便局向かい）にて
　毎週水・木・土曜日開講

れいこう

 

 

 

見学・体験などお気軽にお問合せください。

大瀧習字教室
☎

LINE @
からも!

入会者にお習字道具プレゼント
キャンペーン中!!

広  

告

イオンモール三川 TEL 0235-68-1600  http://www.aeon.jp/sc/mikawa/

レディオサイエンス
ミニアルバム「Living」発売記念インストアライブ

日時：5月18日（土）
 ①13：00 ②15：00
場所：レーヴルモリタ前
 観覧無料
※各ライブ終了後、CD&グッズご購入で
　サイン&握手会を実施いたします

○応募資格　�町にゆかりのある方で、CM制作
まで協力できる方

○内　　容　�地域の特徴を表現した㆒5秒の未発
表のもの

○応募締切り　⓺月3日㈪まで
○応募先・問合せ先
　役場企画調整課�企画調整係
　　　　　　　　☎35－柒₀㆒3

YTS「ふるさとＣＭ大賞」
応募作品シナリオ募集

○
問
合
せ
先　

鶴
岡
税
務
署

☎
㆓㆓
―
１
４
０
１

三
川
町
特
設
無
料
相
談
会

　

認
定
司
法
書
士
に
よ
る
相
談
会
を
行
い

ま
す
。
相
続
、
多
重
債
務
、
裁
判
等
、
日

常
生
活
の
悩
み
事
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○ 

日
　
時　

６
月
㆒㆒
日
㈫　

午
後
１
時
3₀

分
～

○
会
　
場　

三
川
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

○ 

定
　
員　

４
人
︵
事
前
予
約
制
・
先
着

順
︶

○
予
約
受
付
開
始　

５
月
㆓₀
日
㈪
～

※
受
付
開
始
日
前
の
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
土
日
祝
を
除
く
。

○ 

申
込
み
・
問
合
せ
先　

三
川
町
社
会
福

祉
協
議
会　
　
　
　

☎
⓺⓺
―
４
４
１
０

課

☎
⓺⓺

催
し
物



₁₇

Information

2019.5.15

鶴岡警察署 生活安全課　☎28－0110

犯罪被害が増加しています!
 防犯意識を持ち､ 被害に遭わないように気を付けましょう。
【特殊詐欺対策】
　○在宅中も留守番電話にして、電話の
　　相手を確認する
　○ナンバーディスプレイを利用する
【侵入窃盗対策】
　○外出時や夜間は施錠する
　

菊花の苗をお譲りします
○日時　⓺月㆒日㈯�午前㆒₀時～
○場所　三川町公民館
　　　　中庭テラス
○金額　一芽㆓₀₀円
○問合せ先
　三川町菊花愛香会（三川町公民館）

　☎⓺⓺－㆕㆕₀3

　このコーナーは、過去の広報を振り返り、当時の三
川を紹介するコーナーです。今回は、今から㆕₀年前の
昭和5㆕年5月に発行された広報です。表紙の写真は、
赤川沿いの菜の花の様子です。
　この広報には、袖東公園と対馬公園の特集記事があ
りました。子どもたちの遊び場を作るため、昭和53年
㆕月に㆓つの公園が整備されました。公園内には野球場
やテニスコートの他、遊具や休養施設があり、大人も
一緒になって楽しめる公園として利用してもらいたい
という願いが込められていました。
　現在では外で遊ぶ子どもたちの姿は減ってしまった
ように感じますが、もっと気軽に公園を利用して体を
動かす機会を作ってもらえればと思います。

【昭和54年4月30日現在の総人口：8,638人】

あの頃のみかわ
今から40年前のみかわ 【昭和54年（1979年）5月】

△  人口の動き 

△

（平成31年4月末現在）
（　　）内前月比

■人口数／7,390人（増6人）　男3,597人（増1人）　女3,793人（増5人）
　増減の内訳　・転入26人・転出▲18人・出生7人・死亡▲9人
■世帯数／2,397戸（増8戸）

ご家族等から広報掲載の承諾をいただいた方のみ掲載しています。

平成₃₁年₄月届出 （敬称略）謹んでご冥福をお祈り申しあげます

佐藤　純一（₆₈歳） すみよし

木村　齊子（₈₄歳） すみよし

佐野　勝雄（9₂歳） 猪　　子

梅津　久治（₇₀歳） 横　　川

若生　亀吉（9₃歳） 天 神 堂

ふるさと応援寄附金ありがとうございました
4月分　2,266人

第2回 学びBAR
「チラシ・アイキャッチ作成講座（基礎編）」
○日時　5月㆓㆓日㈬�午後⓺時～
○講師　庄内町地域おこし協力隊
　　　　栗原　麗人�氏
○場所　田田の宿研修センター
○会費　5₀₀円（茶菓代）
○問合せ先
　三川町地域おこし協力隊
　伊藤� ☎₀柒₀－3㆒⓽₀－柒柒5㆕
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本紙掲載の記事、写真等の無断転載を禁じます。

スマホアプリで広報みかわ

いずれもインストール
無料、別途通信料あり

マイ広報みかわ マチイロ

表・紙・の・写・真
第37回菜の花まつり

　町内には、菜の花まつりの会場
周辺以外にもたくさん菜の花が咲く
場所があります。そんな場所を探し
てみると、また違った雰囲気の写真
が撮影できますよ。

鴾田あやちゃん
（猪子）

町野しおんくん
（成田新田）

むし歯ゼロ！

み

ん
なも目指せ

!

むし歯のない子みいつけた！
３歳児よい歯の紹介

　₃歳児健診の歯科健診でむし歯の無かった子を紹介するコーナーです。今回紹介するのは、
₄月₁₆日㈫の健診でむし歯が無かった子どもたちです。これからも引き続きむし歯ゼロを
目指してがんばりましょう。

大塚たけるくん
（袖東町）

熊田ゆきむねくん
（東沼）

佐藤そうまくん
（土口）

杉山たつきくん
（押切中町）

原田あきなりくん
（猪子）

加藤ゆうがくん
（上町）

志田はづきちゃん
（横内）

齋藤つばさくん
（袖東町）

武田りおちゃん
（堤野）

寄附者紹介や人口の動き、亡くなられた方々のお知らせは本紙 ₁₇ページに掲載しています。
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